
創造力としての雪月花

植村友香子

要旨

　一般に雪月花は美しい日本の自然を代表する景物とされている。これは雪月

花を、描かれるべき静的な対象とみる見方である。本論では雪月花そのものが、

動的な創造力であるという立場に立ち、その働きが典型的に現れた例として、

現代小説（井上靖『わが母の記』）と古典（『建礼門院右京大夫剰）を取り

上げる。両者共に人物描写に雪月花の創造力が働いたものであるが、前者は一

人の人物の通時的描写、後者は複数の人物の共時的描写を行っている。

［キーワード］カテゴリー化雪月花動的創造力通時的描写共時的描写

1．はじめに

　人間は言語によるカテゴリー化によって、外界を認知する。そのカテゴリー

化に用いる物差しは、文化によって異なっている場合がある。認知能力そのも

のは普遍的であっても、異なった物差しが存在するために、あたかも認知のし

かたそのものに文化的差異があるかのように短絡的にみなされがちである。

　例を挙げると、よく「日本人は自然を愛する繊細な神経の持ち主である」と

いうようなことがいわれる。なるほど、日本語においては自然や季節に対する

言及が多い。あいさっ言葉としての天候への言及（「暑いですねえ。」「毎日

よく降りますねえ」など）や、手紙文の規範として存在する時候の挨拶などは

その一例である。しかしこのことは単に、日本語においては季節感や自然を外

界認知というカテゴリー化のための物差しとして用いることが多い、というこ

とを意味しているにすぎない。自然そのものに対する感受性の鋭さは、慣用的

な言語運用とは別のものである。

　但し、この日本語における季節・自然に対する言及の多さ自体は興味深い問

題である。そこで本考では、自然の事物によるカテゴリー化のひとつとして、

雪月花をとりあげ、文学作品の中にその特徴をさぐってみたい。

一26一



2．文学伝統の中の「雪月花」

　雪月花は日本の自然美を代表する景物であり、風雅の対象とされてきた。し

ばしば指摘されることであるが、この語は『白氏文集』　「股協律二寄ス」の一

節、

五歳優游同過日　　一朝消散似浮雲

琴詩酒伴皆　我　　雪月花時最憶君

がr和漢朗詠集』等にとり入れられ、日本文学に根付いていったものとされる。

以後の日本文学の中に描かれた自然、その美的象徴として雪月花について考察

した論は枚挙に暇ないが、それらは一般に雪月花を、描かれる対象としての静

的なものとしてとらえる前提にたっている。

　例えば糸賀（1987）は、『古今集』において四季の部立が創始され、類型化

された自然認識がその後の和歌の世界を支配したことを指摘し、そのような中

での雪月花に対する意識の変化をとりあげたものである。糸賀は雪について次

のように述べている。

『古今集』巻6・冬の歌は（中略）雪が歌材の殆んどを占めていよう。

『万葉集』で見られた瑞兆としての雪は影をひそめ、美的な情趣を形成

する風雅な歌材としてとり上げられている。

そして『古今集』においては雪と梅の花が紛れるという、独自の発想があり、

そこに「梅の香にまで及ぶ美意識の細やかさを見ることができる。」としてい

る。

　このように「雪月花」はもっぱら美意識の問題としてとりあげられている。

これに対し、雪月花が、単なる風雅の対象ではないことを指摘したものとして、

山本（1977）と中西（1985）をとりあげたい。

　山本の論は俳句の季語の性格を論じたもので、雪月花そのものに言及したも

のではないが、季語を「生命標」とするのは本論の立場と共通のものである。

発句の存在を浮き立たせるものは、その詞章の中の最も重い精髄部と見な

される季語である。季語は、一句の中にないと作者を不安にさせるし、読
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者を物足りない思いに陥れるのである。なぜそうなのかは、よくわからな

い。わからないから、それは信仰なのだといってもよい。その役割が、短

歌における歌枕の役割と似ている。それはどちらも、短歌・俳句の生命標

なのである。（中略）あらゆる季節現象を示す言葉が、季語になったので

はない。それはすでに、一一種の美的結晶物であり、選ばれた言葉なのだ。

選ばれた言葉であればこそ、それはその周囲に言葉を結集させて、俳句の

存在性を浮き立たせる。

山本は別のところで「季の約束は、一句の中に季節感情が揺曵しているかどう

かが第一の問題なのではなくて、そこに季語がはっきり存在しているかどうか

がまず問題」だといっているが、季語が俳句の生命標であるというのも、この

ことであろう。っまり句中に季語があることが、俳句を俳句として存在させる

ことなのであって、季語の存在によってその句が文学作品としての生命を持ち

得るというのである。言い換えれば、季語は、第一義的には、現実の季節を移

しとって作品に美的要素を与えるものではなく、作品を作品として成立させる

動的な力そのものである。この作品を成立させる動的な力とは、すなわち、創

造力である。

　雪月花そのものを論じて、これが単なる美しい自然ではないという指摘を明

確に行っているのは中西（1985）である。

　中西は「もっぱら美しいものの代表として、風雅な季節の代表として」雪月

花を言うことは「替めなければならない」とし、「雪月花を美しい自然と解す

るのは、皮相にすぎる」「日本人が、これらをしばしば美しいものとしてのみ

取り扱うのは、遊びであったと考えてよい」「だから、この遊びを一皮むけば

ぞっとするような人間存在の秘奥が、雪月花にはかくされている。」と言う。

そして雪月花は「生命のもっとも中核に属するところの生きていることの狂お

しさ」をかいま見せるものであるとする。

　生きていることの狂おしさをかいま見せることによって、雪月花は人を文学

活動へと導くことになる。それが創造力としての雪月花なのである。

　雪月花を創造力そのものとしてとらえた場合、その働きは個々の作者に固有

の、極めて個性的なものである。と同時に、この雪月花による作品化の作用の

結果描かれたものは、特定の類型をもつ。個別性と類型性、その間に作品は成

立する。雪月花は動的な創造力として前者に関わり、描かれるべき静的な存在
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としては後者に関わっている。

3．創造力としての雪月花

　本論では、山本や中西の立場に立って、創造力としての雪月花が典型的に現

れたものとして、「通時的描写」「共時的描写」の二っの働きを指摘したい。

　「通時的描写」は特定の人物の時間的な変化の過程を追うもので、特定のあ

る時期が雪月花のいずれかによってカテゴリー化される。「共時的描写」は、

作者の意識のなかでは、ある同一の時間軸の上に並んだ複数の人物を雪月花の

いずれかによってカテゴリー化するものである。

（1）通時的描写の例一『わが母の記』

　まず、一人の人間の変化を通時的な軸の中でとらえるのに雪月花が用いられ

た例として、井上靖の『わが母の記』をとりあげたい。

　この作品は作者自身の母を主人公にした三篇の作品からなっており、「花の

下」　（『群像』昭和39年6月号）　「月の光」　（同、昭和44年8月号）「雪の面」

（同、昭和49年5月号）の三作として発表された後、三部作として「わが母の

記」という題を付し、昭和50年3月に刊行された。　「花の下」は80歳の時の母、

「月の光」はその5年後っまり85歳の時、「雪の面」はさらに4年後、亡くな

る前後の母の様子を描いている。

　井上自らがこの三部作を「小説とも随筆ともっかぬ形」と評しているように、

作品を通じて描かれているのは作者の母親の老いの姿であるが、井上は自分の

母の老いを描くことによって、普遍的な人間の本質そのものを描き出している。

　三作に共通の点として、①「死」が作品の基底部にある、②作品中に占める

雪月花そのものに関する描写は少なく、しかも各作品の終盤におかれている、

の二点が指摘できる。

　①に関し、最初が「花の下」であるのは、明らかに西行の

願はくは花の下にて春死なむその如月の望月のころ

をふまえたものである。まずこの題によって、作品の根底に死があることが暗

示される。そして作品中で「死」は極めて明示的に現れており、「花の下」で

は父の死、　「月の光」では母の弟の死、　「雪の面」では母の死が取り上げられ
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る。こうした身近な人々の死を経っっ、母が「壊れて」いく過程が花・月・雪

によってカテゴリー化され、意識化されるのである。

　作品中、花・月・雪そのものの描写は少なく、作品の終盤部において、花・

月。雪に関するエピソードが現れ、そこに至るまでの部分では母の日常が淡々

と述べられる。以下にそれぞれの描写を具体的に挙げて、母の状態（1）と花

・月・雪との描写（皿）の関係をみていく。

「花の下」

　1「実際に母を見ていると、壊れた機械といった感じだった。」

　2明治二十六、七年頃に十七歳で亡くなった親戚の少年である俊馬の名

　しきりにロに出す。→母は少女の頃抱いた俊馬少年への思慕をこの年齢ま

　　“持ち続けて来たのであろうかという感慨に打たれる。

　　　たちはいっか目指した桜樹の下に立っていた。満開の小さい花の無数の

　　　まりは、私たちの頭の上に傘のように覆いかぶさっていた。強い照卿

　　ここまでは届いていなかった。近くに戸外燈が一つあるだけで、淡い闇が

　　　を押し包んでおり、その闇の中で花は少し紫がかって見えていた。この

　　　　私にいまの考えを追いかけるように、もう一っの考えがやって来た。

　　　というものはもしかしたら女の肩だけに積もるものかも知れない、長い

　　　婦生活に於て、愛憎とは無関係に、夫が妻だけに与えるものかもしれな

　　いo

　母は「壊れた機械」のように同じ話を何度も繰り返すようになる。娘時代に

好きだった少年の話をする母を見て、「私」の目には母の姿が今までと違った

ものとして映るようになった。

　ilは、母の八十の祝いをするために伊豆のホテルへ行き、桜の下で「私」の

頭にある考えが浮かぶ場面である。花によって、あるインスピレーションが与

えられる。桜の花びらが降るように、女の肩の上に降り積もる塵。「生きると

いうことに於て、日々人間の肩の上に降るともなく降りかかる塵、そうしたも

のの重みをいま母は感じているのではないか。」桜と塵は降るイメージを共有

し、その絵画的イメージの中で、「私」は母の人生、あるいは妻としての女性

の人生の本質の一っに触れる。
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「月の光」

　　　と出産と香典にのみ強い関心を示すようになる。

2ミが初めて幻覚を持つ。

3「人間の一生は結婚と出産と死、そしてそうした一個の人間の人生’

において、どうしても消すことができぬものとして最後まで残る人間と

田の関係は愛別離苦。母は八十何年か生きて、こうしたこと以外受けっ轟

　精神と肉体とを持ってしまったのであろうか。」

　　弧は嬰児の私を二十三歳の若い母親が探し求めて、深夜の月光の降る道

　　　いている一枚の絵を瞼に描いていた。私の瞼にはもう一枚の絵があった

　　それは還暦を過ぎた私が八十五歳の老いた母親を探し求めて同じ道を歩V

　　　いる絵であった。一一枚の絵は冷めたいもので濡れ光っており、もう一

　　　絵には何か凄まじいものが捺されてあった。（中略）明治四十四年と

　　　四十四年が一緒になり、その間の六十年という歳月が月光の中で収敏し

　　　散していた。冷めたさも凄まじさも一つになり、鋭い月光に刺し貫か

　　　いる。

母は幻覚が現れるなど「花の下」の時よりも老毫が進み、愛別離苦（自己の愛

するものに別れる苦痛）の情にのみとらわれている。ある夜、母を預けてある

湯ヶ島の妹から電話がかかってきて、母が「やすしを寝かせておいたのに居な

くなった」といって夜中に外に出て行ってしまったという話を聞かされる。聞

きながら「私」には「白い月光が鋭く降っている長野部落に通じている道が眼

に浮かんで来た」。そして皿のような絵が「私」の脳裏に描かれるのである。

この絵は現在の母の精神状況を象徴するものである。と同時に、「花の下」で

桜の花が「私」にあるひらめきを与え、母に対するある種の理解がなされたよ

うに、ここでは月光にさらされた郷里の風景によって、作者は現在の母の精神

状況を把握するのである。

「雪の面」

　1ミの老毫は更に進み、今や衰えた精神と肉体のどこかで燃えている本

　　青い焔のゆらめきだけに身を任せるようになっている。

　2「母はいま状況感覚の中に生きているのではないか」
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“日目の夜、私は二階から降りて、洗面所へ通じている廊下を踏んで行っ皿

たが、その時反対に洗面所の方から歩いて来る母とぶっかった。寝衣姿の

　ミはやはり年齢にふさわしい老婆の姿であり、老婆の顔であった。

　「雪が降っていますね」

　ミは言った。雪なぞ降っていないと私が言うと、非をとがめられでもした

ように神妙な顔になったが、こんどは声を低くして眩くように、また、

　「雪が降っていますね」

　と、同じことをいった。

　9月のある夜、郷里の家に泊まった「私」は皿のような経験をし、そして次

のように考える。「今はもう人の世の愛別離苦に心を動かされることも、他人

の死や香典に心を煩わされることもない。一時期烈しく母を駆り立てた本能の

青い焔も消えている。　（中略）夜毎、母の周囲には雪が落ちている。今は忘れ

てしまった遠い若い日に心に刻まれた白い雪の面だけを、母は見守っている」

　作者は、母の老いの姿を通して、普遍的な人間の本質を描いており、花→月

→雪という変化に人間晩年の普遍的な姿を象徴させた。当初、花の人として描

かれた母が、やがて月の人となり、そして雪の人となって死を迎える。

作者の言葉でいうと「穀れている」母に、人格を認め、人間として生き続け

る姿を描き出すためには雪月花が必要であった。それは雪月花が単に季節の美

の象徴なのではなく、生の本質と深く結びっいたものであるからこそ可能なの

である。

（2）共時的描写の例一r建礼門院右京大夫集』

　作者。右京大夫（注1）は雪月花を共時的な軸の中に置いて、記憶の中の出

来事を文学作品へと昇華させた。この作品では登場人物が雪月花によって明確

にカテゴリー化されている。右京大夫は自分に関わりの深い人々の思い出を綴

るにあたって、雪月花のイメー一ジを重ねる手法をとった。すなわち、花には平

家の公達一般を、月には高倉院と建礼門院を、そして雪には最愛の恋人、資盛

（注2）をあてている。花・月・雪に託してそれぞれが描かれた場面を一っず

っ以下に挙げその表現をみていく。

〈花〉
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　　近衛殿、二位中将と申しし頃、隆房、重衡、維盛、資盛などの殿上人

　　なりし、引き具せさせ給ひて、白河殿の女房たちさそひて、所々の花

　　御覧じけるとて、又の日、花の枝のなべてならぬを、花見ける人々の

　　中よりとて、中宮の御方へまゐらせられたりしかば、

さそはれぬ憂さも忘れてひと枝の花にそみっる雲のうへ人

（大意）近衛殿（のちに関白になる基通）がまだ二位中将と言われていた頃、

隆房、重衡、維盛、資盛などの公達を連れて花見に行ったことがある。そ

の翌日、桜の枝を土産として中宮へ差し上げたので、「お花見に誘われな

かった辛さも忘れて、桜の一枝に見とれております」（と右京大夫が中宮

の仰せで歌を返す。）

〈月〉

　　　　「高倉院かくれさせおはしましぬ」と聞きし頃、見なれまゐらせし世

　　　　のことかずかずにおぼえて、及ぶぬ御事ながらも、限りなくかなしく、

　　　　「なにごともげに末の世にあまりたる御事にや」と人の申すにも、

　　雲のうへにゆくすゑとほく見し月のひかり消えぬと聞くそかなしき

　　　　中宮の御心のうち、おしはかりまゐらせて、いかばかりかとかなし。

　　かげならべ照る日のひかりかくれっっひとりや月のかき曇るらむ

（大意）高倉院がおなくなりになったと聞いた頃、院の治世のことが数々思

い出されて、恐れ多いこととは思いながら限りなく悲しく、人が「今の末

法の世にはご立派すぎたご様子であった」と話すのを聞いて、「宮中に末

久しくお栄えになるだろうと仰ぎ見ていた院がおかくれになったのは悲し

いことだ」。中宮はいかばかりお悲しみかと「日と月のように光輝くお姿

をならべていられた高倉院がお亡くなりになって一人のこされた中宮は悲

しみの涙にかきくれておいでだろう」

〈雪〉

雪の深くっもりたりしあした、里にてあれたる庭を見いだして、けふ

こむ人を」とながめっっ、うす柳の衣、紅梅のうすぎぬなど着てゐた

りしに、枯野の織物の狩衣、蘇芳の衣、紫の織物の指貫きて、ただひ
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　　きあけていりきたりし人のおもかげ、わがありさまには似ず、いとな

　　まめかしく見えしなど、っねは忘れがたくおぼえて、年月おほくつも

　　りぬれど、心にはちかきもかへすがへすむっかし。

とし月のつもりはててもそのをりの雪のあしたはなほぞ恋しき

（大意）雪の深くっもった朝、部屋の中から荒れた庭を見て「訪れる人があ

ったらどんなにいいか」と詠じながらくすんだ装いでいると、すっと引き

戸をあけて入って来た資盛の姿が、私の様子と違って、若々しく美しく見

えたことなど、いっも忘れられず思い出されて、年月を経ても昨日のこと

のようにありありと目に浮かぶのも困ったことだ。「歳月は過ぎてもあの

折りの雪の朝の驚きはやはり恋しく思われる」

　花は個よりも集団を意識させる。桜の美しさは一枚一枚の花びらそのものに

あるのではない。花びらの集まりによって形作られる一輪の花、無数の花をっ

けた一枝、さらには花をっけた木々が集まって競い合うかのように咲き乱れる

姿、そういったものに我々は美を感じるのである。それは月がそれ一個で美と

して完結するのとは好対象をなしている。

　月は天上にあって光輝くものであり、かぐや姫の物語のように地上の人間界

とは次元を異にする世界を連想させる。人間のたやすく手の触れられない神聖

なるものを表す。

　花と月がそれぞれ、平家の公達たちと高倉院・建礼門院に比せられた一因は

上述のようなところにあろう。では雪はどうか。

　雪は月のように手の触れ得ないものではない。しかしながら、花は触れられ、

手折られても花としての形やその美しさを保ち得るのに対し、雪は触れればぬ

くもりでとけ、水に姿を変えてしまう。どれほど深く積もった雪も春になれば

とけて、大地へ、あるいは大気中へと吸い込まれていってしまう。

　雪はまた数としてとらえることができない。一個でも多数でもなく、その大

きさは量によってとらえるしかない。資盛という存在は一個の個体だが、それ

は右京大夫の無限の思いの反映である。そうした一と多を併せもっものには、

雪の量感がふさわしい。

　右京大夫は
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春の花秋の月にもおとらぬはみやまの里の雪のあけぼの

と詠み、雪を明確に花月に対比させ、雪を上位においた。

　この歌は、右京大夫にとって、院や公達たちよりも資盛のほうが上位に位置

づけられる存在であることの宣言ともとれる。「雪のあけぼの」が文学上のモ

チーフであることとは別に、資盛との私的な思い出が語られる場合、それは

「雪のふかくっもりたりしあした」の思い出なのである。資盛との逢瀬は花や

月の季節にもあっただろうが、作品の中に登場させるにあたっては、雪と結び

っかねばならなかった。

　逆にいえば、雪というモチーフがあったればこそ、右京大夫は資盛を自己の

記憶の中から引上げ、具体的に肉付けして描き得たのである。

4．まとめ

　ここに取り上げた二作品は時代とジャンルを異にしているが、作者自身の体

験にもとついて成立した作品である点は共通である。そしてそれぞれ、創作の

契機に雪月花がある。景物としての雪月花と創造力としての雪月花は分かち難

く結び付いたものであり、一方を論じることは他方に言及することになるはず

である。

　本論では人物描写に用いられた雪月花について考察したが、文学に限らず広

く、ものを分類描写するときに雪月花は現れている。例えば中西（1985）のい

う「宴卓の区別に雪月花」がみられたり「食器などに雪月花の文字を散らして」

あったりすることなどは、その一例であろう。中西はそれを遊びという（注3）

が、単なる遊びと解釈してしまわず、カテゴリー化のための物差しとして、生

活文化の中に認められる雪月花の存在を包括的にとらえる観点が必要である。

　　　　　　　　　　　　　　［注］

1．世尊寺伊行を父、夕霧を母として平安末に生まれた。書や琴の名手。右

京大夫を名のって、高倉天皇の中宮徳子に出仕した。『建礼門院右京大夫

集』は作者が生涯を回想してまとめた家集である。

2．平重盛の二男。1185年没、25歳。寿永2（1183）年、蔵人頭、従三位。

壇ノ浦の合戦で弟の有盛、従兄弟の行盛と手を組んで入水したと伝えられ
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ている。

3．「日本人が、これらをしばしば美しいものとしてのみ取り扱うのは、遊

びであったと考えてよい。宴卓の区別に雪月花があったり、少女歌劇に類

似の組み分けがあったり、また食器などに雪月花の文字を散らしてみたり

するのは、遊びと知っての日本人の心のゆとりであろう。」
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